
「練習の成果を笑顔で表現した，感動の忠和祭」

かつてない暑さの夏も過ぎ去り，北海道は秋たけなわの季節とな

りました。９月２５日（月）には，今年で３５回目となる忠和中
学校の文化祭を開催いたしました。
ご承知のとおり，ここ３年間は新型コロナウイルス感染症の

感染拡大防止のため，規模縮小で実施しておりました。今年は
感染対策を講じながら，合唱コンクールを盛り込み，ようやく

生徒の発表がフルスペックの忠和祭となりましたことに安堵しています。
さて，学級や学年においては，合唱やよさこいの完成度を高めるがゆえに生ずる様々

な葛藤を乗り越えてきました。この経験も子供たちの成長につながったことと思います。
また，生徒会本部のメンバーは，スポーツフェスティバルと並ぶ三大行事を成功させ

るために，開・閉祭式や生徒会企画等の準備を進めてくれました。
忠和祭当日は，吹奏楽部の演奏に「文化の秋」を感じ，１階に掲げられた展示に「芸
術の秋」を感じ，午後の生徒会イベントでは，みんなで盛り
上がり，「祭りの秋」を感じたことと思います。
また，合唱コンクールでは，どの学年，どの学級も，限ら

れた練習期間と制限の中で，本当によく頑張り，各学級の特
色が表れた最高のハーモニーを奏でてくれました。中でも，
３年生は，合唱としての深みがあり，男声パートの重厚な音
色と女声パートの澄みきった音色に感心いたしました。
次に，各学年のカラーが全面に表現されたよさこいは，本

番が最高の仕上がりであり，最高のパフォーマンスを見せてく
れました。自分たちで知恵を出し合い，試行錯誤しながら一つ
一つ積み上げ，作品を完成させたことがよく伝わってくる，ま
さに「練習の成果を笑顔で表現した感動の演舞」でした。
さらに，午後からの生徒会イベントは，子供たちの才能とエ

ネルギーに驚きの連続でした。出演者と観客が一体となったラ
イブのような盛り上がり，保護者を含めて，忠和中学校が一つ
になった一日でもありました。
この忠和祭を通して子供たちは，「仲間と協働してやり遂げ

ること」，「練習と努力は裏切らないこと」，「競い合った相手
へのリスペクト（ノーサイドの精神）や，お互いの頑張りをリスペクトすること」な
ど多くの学びと確かな成長がありました。
このように，忠和中学校の「誇れるもの」が一つずつ増えていくことは教職員の喜び

と活力になります。この「誇れるもの」を新たな価値ある伝統とし，子供たちの間でも
発展・継承してくれることを期待しています。
当日を含め準備期間にも，多くの保護者の方々に御協力をいただきました。特に，P

TA役員の方々が，「チーム忠和」の絆を強める，本校のオリジナルの「うちわ」を用

意してくれました。地域の方々をはじめ，本校に関わる多くの方々の御協力のおかげ
で忠和祭を無事に終えることができました。この紙面を借りて厚く御礼申し上げます。
ありがとうございました。
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３日(火) 小中音楽発表会(3-1合唱) 12日(木) 3年学力テスト(総合Ｂ)

４日(水) 全校集会（認証式）・常任委員会 17日(火) 中連音楽発表会(吹奏楽部)

５日(木) 英検IBA（2・3年生）/ 校外学習（１年生） 2６日(木) 3年2学期末テスト①

６日(金) 英検IBA（１年生） 27日(金) 3年生2学期末テスト② / 生徒総会

10日(火) 旭川市教育研究大会（臨時休業日）※１ 30日(月) 進路説明会(保護者対象)

※１ 10日（火）は，市内小中学校の先生方の研究大会で，臨時休業となります。
15時まで家庭学習となりますので，ご家庭でのご協力をお願いいたします。

今年度も新型コロナによる感染拡大の影響
を受け，９月２５日に延期された「忠和祭」
でしたが，生徒鑑賞日が設定されたり，４年
ぶりに合唱コンクールが復活し，保護者参観
の制限が全て解除されたりするなど，新たな
スタイルでの忠和祭がスタートしました。

9/22(金) 生徒鑑賞日 9/25(月) ＰＴＡ厚生部 スイーツ配付・うちわ販売

よさこいソーラン演舞（１年生・２年生・３年生）

生徒会企画（落語，ダンス，カラオケ，コント）


